
58 才の夏のある日、突然私の心臓に起こった一大事。救急車に

乗せられて川崎医大へ。救命率は五分五分といわれて、家族は死を

覚悟した。手術は 10時間に及び、輸血 4600ml。術後合併症も

乗り越えて無事生還し、今 15年あまりがすぎ、その時を振り返る。「死んで

たまるか！」と自分に言い聞かせた日々。75日間の入院生活で医者が患者に

なって感じたいろいろなこと、今にして思う命の大切さと寿命、

私流の山登りの話など、スライドをまじえてお聴きください。


